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*1N4は 提出日環在の内容を記入

ふ り が な

1政 治 団 体 の 名 称

2主 たる事務所の所征地

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

おおさわまさあ豊豊1隻う一じちこ盈ぬかい

大沢正明地方自治懇話会

前橋市下新 田町839-1

松 浦 幸 雄 (受付印)

群選～
志 村 公 男

28,3.16

※骸当箇所にMを 入れること。

収支報告書作成担当者の民名

牛 込 年 秋

r

㌧

(電話連絡先)

027-225-0038

(選管使用欄)

資金 管理 団体 の指 定 の有 無(12/3収 は解散日現在)

口 有 囮 無

資金管理団体の指定の期間

*年 の途中で指定又ぱ取消をした場合のみ記入

平成 年 月 口

平成 年 月 日

から

まで



(そ の2)

1収 支の総括表
収 支 の 状 況

一

収 入 総 額A=B+C 39,265

(前 年 か ら の 繰 越 額)*前 年の収支報告書から転記B 39,259

(本 年 の 収 入 額)C 6

支 出 給 額D 0

翌 年 へ の 繰 越 額E=Aつ 39,265

2収 入項 目別金額の内訳
一

(1)個 人 の負 担す る党費又 は会費*会 社や法人会員からの会嚢は[寄附】に計上

金 額

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 人

政党(支郁を含む)

(2)寄 附*本 部 ・支部間の交付金は含まれない→(そ の5)に 計上 友び致治資金団体
以外は法人その他
の団体からの寄附
を受けられない

ア 寄 附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 (その7)に 内訳を記載

(う ち 特 定 寄 附)

(イ)法人その他の団体か らの寄附 (その7)に 内訳を記載 <

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 (その7)に 内訳を記載

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 《1

(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) (その8)に 内訳を記載
一

イ 政 党 匿 名 寄 附 (その9)に 内訳を記載

合 計(ア+イ) (1一



(そ の6)

(6)そ の他 の収 入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計 0 1件 あた りの金額が⊥ Ω五 巴以 よの場合は個別に記載
し、10万 円来満の場合は一括 して合計額 を 「1件10

万円未満の もの」に記載す ること。1件10万 円未 満 の もの 6

合 計 6



(その17)

1資 産等 の総括表

資 産 等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 堕 口 日

イ 建 物 [] 凹

ウ 建物璽匪査亙旦的上玄ゑ塑上権」}ζ佳土地の賃借権 口 日

工 亟 畳 の 価 額 遊 辺Ω互 巴 亙 超 え 亙 動 産 口 日

預 金(豊 通 遁 金 及 登 当 座 預 金 をi途 《ら)オ
x建 貯 金(豊 通 壁 金 を 除 《LΣ

口 凹

力 金 銭 燈 託 口 日

キ 査 価 証 塗 口 凹

ク 坦 資 圭二 よ 」る.杢 盆 型 口 日

ケ 貸位先ごとの残直杢⊥ΩΩ互 巴」と超えゑ貸位金 口 凹

コ 支 払 並 並 迄 金 額 杢 ⊥ΩΩ互 且 亙 超 え ゑ 敷 金 口 凹

取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関す る権
口 日サ 利

シ 借ム先ごとの残直杢迦 互巴亙超.え至造ム金 口 日



(そ の20) 白
旦 誓 書

添付書類(別 添のとおり)

*添 付したものに 団 を入れること。

口1領 収書等の写し

口2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

口3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平成28年3月i6日

政治団体の名称

会計責任者の氏名

*代 表 者 に つ いて は解散 年 分の み 必要(通 常は 不要)

代 表者 の氏名

*解 敷の場合、 「解散眉」及び 「資金管理団体指定取消雇」(資 金管理団体のみ)も 同時に提出すること。


